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資料 １ 

令和３年度 昭和館運営事業の実施状況について 

（令和４年１月末日現在） 

 

１ 昭和館入場者状況 

・新型コロナウイルス感染症対策 

緊急事態宣言の発出に伴い、４月２５日（日）から臨時休館とした。    

６月１日（火）から博物館等に対する休業要請が切り替わったため、昭和館としては、検温、

マスクの着用、入館者の制限など新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じることにより事業を

再開した。 

なお、開館後も新型コロナウイルス感染防止対策を徹底するため、イベント、研修等の開催に  

ついては中止又は延期等の対応を行った。 

また、緊急事態宣言が解除された１０月 1日（金）以降も引き続き基本的な新型コロナウイルス

感染防止対策を徹底している。 

 

（１）総入場者数 

６６，０９９人人（各展示室等の入場者数の合計）前年度同期５７，４８７人 対比１５％増 

なお、平成１１年度以降の入場者総数は、６，４２６，５５９人となった。 

 

（２）各展示室等の入場者内訳 

 
令和３年度入場者数 

（令和３年４月～令和４年 1月） 

令和２年度同期入場者数 

（令和２年 4月～令和３年 1月） 
対比 

ア 常設展示室 １９，８４５人 １１，７６９人 ６８．６％増 

 個人有料入場者 ８，４４０人 ７，１８２人 １７．５％増 

団体有料入場者 ４４６人 ２３０人 ９３．９％増 

無料入場者 １０，９５９人 ４，３５７人 １５１．５％増 

 小・中学生 ９，２０７人 ２，８８８人 ２１８．８％増 

イ 映像・音響室 １０，０３２人 ７，６１４人 ３１．８％増 

ウ 図書室 ４，９０５人 ３，４５９人 ４１．８％増 

エ 特別企画展 ２４，４７１人 ２８，３１３人 １３．⒍％減 

オ ニュースシアター ６，８４６人 ６，３３２人 ８．１％増 

    計 ６６，０９９人 ５７，４８７人 １５．０％増 
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２ 広報活動の実施状況 

（１）昭和館事業のＰＲ活動等 

昭和館事業内容のＰＲのため、東京メトロ九段下駅４出口、東西線２番ホーム、半蔵門線３

番ホームの電飾掲示板に掲示し、事業内容のＰＲ活動を行い、都営新宿線車内の窓上にもポス

ターを掲示した。さらに、ＪＲ飯田橋駅構内に電飾看板を掲示し、ＪＲの利用客にもＰＲ活動

を行った。 

また、特別企画展開催等の際には、九段郵便局等にポスターを掲示する等ＰＲに努めた。 

なお、郵便局の利用については、巡回特別企画展開催時においても行った。 

さらに、東京メトロ・東京都交通局一日乗車券特典ガイド「ちかとく」、ＪＴＢや千代田区

等のガイドブック、毎月発行される千代田区報等に当館の紹介記事を掲載した。 

その他、読売新聞、東京新聞、産経新聞、毎日新聞、日本教育新聞等に広報記事を掲載した。 

 

（２）広報資料の送付等 

８頁の広報活動状況のとおり、「昭和館館報」については、令和３年８月に都道府県、政令

指定都市、教育委員会、東京特別区、全国の老人クラブ連合会、各省庁図書館等に対して送付

した。なお、都道府県遺族会、類似施設、大学図書館等には「昭和のくらし研究」も併せて送

付した。 

令和３年６月上旬に全国の公立小・中・中等学校に「昭和館だより第３６号」を送付し、１

１月上旬に、全国の公立小・中学校に対して「昭和館だより第３７号」を送付した。 

さらに、全国の公立中学校・高等学校に「中学生・高校生ポスターコンクール」のチラシ、

全国の小・中学校へ貸出キット、写真展のチラシを送付し周知を図った。 

上記とは別に、令和３年７月上旬に千代田区の小学校の全校生徒、千代田区を除く２２区と

９市の小学校５年生、令和２年度に来館した小学校と中学校に「昭和館だより第３６号」及び

作文コンクールのチラシを送付するとともに、来館した中学校と高等学校に対しては「昭和館

だより第３６号」及び中学生・高校生ポスターコンクールのチラシを送付した。また、１都３

県の小・中・高等学校へ「語り部講師派遣」のチラシを送付し、来館促進及び周知を図った。 

 

（３）「昭和館だより」の発行 

昭和館の活動を学校等に随時伝えるため、「昭和館だより第３６号」、「昭和館だより第３７

号」を、令和３年６月と令和３年１１月に発行し、（２）に記載した教育関係機関に発送した。  

 

（４）昭和館の刊行物の発刊 

① 令和２年度の昭和館の活動状況をまとめた「昭和館館報」（第２２号）を令和３年７月

に発刊した。 

② 「昭和のくらし研究」（第２０号）を令和４年３月に発刊予定。 
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広報対象機関名

都道府県

政令指定都市

教育委員会

東京特別区

都道府県遺族会

全国の老人クラブ連合会

類似施設

資料寄贈者

大学図書館等

遺族会・運営専門委員会・国会図書館・各省庁図書館

２　全国の学校等への広報資料の送付

全国の公立小学校

全国の公立中学校・中等教育学校

千代田区内の公立小学校（全校生徒)

（千代田区を除く）東京都の校長会等で配布依頼した公立小学校(全校生徒）

小学校来館校（令和2年度）

中学校来館校（令和2年度）

中学校・高等学校来館校（令和2年度）

全国の公立小学校

全国の公立中・中等教育学校

全国の公立高等学校

中学校・高等学校来館校等

広報対象機関名

※国会図書館には各2冊

学校数
学校向け広報誌

広報対象機関名

19,500

10,300

8

1,061

9

21

学校数等

19,500

3,590

350 350

広　　報　　活　　動　　状　　況

209 211

33※ 2※

館報20号
昭和のくらし研究

22号

79 ー

１　地方公共団体等への「昭和館館報」「昭和のくらし研究」の送付

実施時期

47 ー

令和3年

８月

20 ー

241 ー

23 ー

47 47

60 ー

329 314

貸出キット

チラシ

昭和館見学
実施時期

「昭和館だより36号」 作文コンクール

中学生・高校生

ポスターコンクール

19,500 ー ー 令和3年

6月10,300 10,300 ー ー

ー 8 ー

令和3年

7月

120,870 ー 1,061 ー

450 ー 9 ー

21 ー 21 21

ー ー 350

学校向け広報誌 中学生・高校生
実施時期

「昭和館だより37号」 ポスターコンクール

37 ー 37 令和3年12月

19,500 19,500 ―
令和3年

11月
10,300 10,300 10,300

5,400 5,400 5,400
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広報媒体 掲  載 方　　法 内　　　容 実施時期 備考

WEB JNTO（日本政府観光局） 紹介記事 昭和館の案内 2022年 無料

WEB 東京観光GOTOKYO 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

WEB ナビタイムジャパン 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

WEB 千代田区観光協会ＨＰ 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

WEB ＪＡＦ 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

WEB ＷＥＢ「散歩の達人　駅からさんぽ東京」 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

WEB ジョルダン 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

WEB NHK　NEWS　WEB 紹介記事 昭和館（島根県巡回展） 10月29日 無料

広報誌 広報千代田 紹介記事 昭和館の案内（特別企画展等） 通年 無料

広報誌 ちよだ生涯学習ガイドブック 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

広報誌 千代田区ミュージアム&シアターマップ 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

広報誌 ちかとく 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

広報誌 道具学会News 74号 紹介記事 昭和館（写真展） 通年 無料

広報誌 アキメク！千代田 紹介記事 昭和館（写真展） 通年 無料

広報誌 東京かわら版 紹介記事 昭和館の案内（夏の特別企画展） 通年 無料

ガイドブック 歩く地図　東京散歩　2023 紹介記事 昭和館の案内 2023年 無料

ガイドブック JTB「詳細地図で歩きたい町　東京」 紹介記事 昭和館の案内 2月 無料

ガイドブック 未来をつくる！新しい平和学習 紹介記事 昭和館の案内 2022年 無料

新聞 日経新聞 紹介記事 昭和館（夏特別企画展） 8月1日、8月8日 無料

新聞 読売新聞 紹介記事 昭和館（夏特別企画展） 8月2日 無料

新聞 東京新聞 紹介記事 昭和館（夏特別企画展） 8月27日 無料

新聞 読売新聞 紹介記事 昭和館（夏特別企画展） 8月30日 無料

新聞 東京新聞 紹介記事 昭和館の案内 8月31日 無料

新聞 山陰中央新報 紹介記事 昭和館（島根県巡回展） 10月30日 無料

新聞 東京新聞 紹介記事 昭和館（写真展） 11月3日 無料

新聞 東京新聞 紹介記事 昭和館の案内 12月21日 無料

広報媒体 掲  載 方　　法 内　　　容 実施時期 備考

公共交通 ＪＲ東日本飯田橋駅 電飾掲示板 昭和館の案内 通年 有料

公共交通 都営地下鉄新宿線（出口4） 車内広告 昭和館の案内 通年 有料

公共交通 東京メトロ半蔵門線九段下駅（3番ホーム） 電飾掲示板 昭和館の案内 通年 有料

公共交通 東京メトロ東西線九段下駅（2番ホーム） 電飾掲示板 昭和館の案内 通年 有料

郵便局 九段郵便局 イベント広告 昭和館の案内（特別企画展等） 通年 有料

教育新聞 日本教育新聞 イベント広告 昭和館の案内 6月7日、11月8日 有料

教育新聞 日本教育新聞 イベント広告 昭和館（夏特別企画展） 6月21日 有料

教育新聞 日本教育新聞・デイリースポーツ新聞　産経新聞 イベント広告 昭和館（夏特別企画展） 6月21日、7月9日～19日、7月25日、8月11～18日　 有料

新聞広告 読売新聞 イベント広告 昭和館（夏特別企画展） 6月23日 有料

新聞広告 フジサンケイビジネス 埼玉新聞　東京新聞 イベント広告 昭和館（夏特別企画展） 6月24日、7月15日、7月20日～25日　 有料

新聞広告 スポーツ報知 イベント広告 昭和館（夏特別企画展） 7月21日 有料

新聞広告 産経新聞 イベント広告 昭和館（夏特別企画展） 7月21日、8月27日 有料

新聞広告 産経新聞 イベント広告 昭和館（夏特別企画展） 7月25日 有料

新聞広告 デイリースポーツ新聞 イベント広告 昭和館（写真展） 9月21日～9月28日、10月20日～29日 有料

新聞広告 産経新聞 イベント広告 昭和館（写真展） 9月25日、11月28日 有料

新聞広告 読売新聞　埼玉新聞 東京新聞 イベント広告 昭和館（写真展） 9月29日、10月14日、10月17日、11月2日～7日 有料

新聞広告 産経新聞 イベント広告 昭和館（写真展） 10月26日 有料

  3　新聞記事、広報媒体への掲載
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（５）昭和館ホームページ 

常設展示室の展示替えをはじめ、特別企画展や巡回特別企画展、写真展や資料公開コーナー

などの展示案内、紙芝居の上演会やオーラルヒストリー特別上映会といった催し物の案内に加

えて、語り部育成事業についても研修の様子や定期講話会や語り部派遣など最新情報発信のた

め、月２～５回の内容更新を行った。 

 今年度のアクセス件数は、令和４年１月３１日（月）現在まで２４９，９３１件（１日平均

８１６．７件）、子ども向け「昭和館キッズナビ」のアクセス件数は、７，８９７件（１日平

均２５．８件）であった。 

 

（６）ＳＮＳ 

ツイッターやフェイスブック、YouTube等のＳＮＳにおいても、イベントの開催案内やニ

ュースシアターの上映作品、図書室の資料紹介等を発信した。 

新型コロナウイルス感染拡大防止により休館となっていたゴールデンウィーク期間（令和

３年４月２９日（木）～５月８日（土））には、クイズ形式で写真、映像、音響資料を紹介

した。 

令和４年１月３１日（月）現在のアクセス数等は、以下のとおりである。 

Twitter登録者数 フェイスブック閲覧者数 YouTube視聴回数 

１，７６１ 

（１，５１７） 

１３，６７７ 

（１１，９７１） 

１，８７４，５６２ 

（２８，６８９） 

                                  （ ）カッコ内は昨年同時期の実績 

 

【参考】 昭和館 Youtubeについて（再生回数の多いもの） 

 

 １） 日本人の捕虜 記録映像 （６２万回視聴） 

    

 URL：https://www.youtube.com/watch?v=vlqYlc16IkI 

 米国立公文書館所蔵映像 

 

 

２） 大竹の日本人引揚者 記録映像 （６１万回視聴） 

 

URL：ttps://www.youtube.com/watch?v=sjf99OZLpCY 

 米国立公文書館所蔵映像 

 

 

３） 日本の艦船；擱座、沈没、破壊 記録映像 （４８万回視聴） 

 

URL：https://www.youtube.com/watch?v=oH-6OMM0r_A 

米国立公文書館所蔵映像 

 

 

 他に、昭和館 youtubeでは、オーラルヒストリーなどを公開している。 
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３ 来館促進対策 

（１）常設展示室の入場無料等について     

「昭和の日」令和３年４月２９日（木）は臨時休館中のため実施しなかった。 

「戦没者を追悼し平和を祈念する日」令和３年８月１５日（日）に入場無料を実施した。 

 

（２）第２０回 昭和館見学作文コンクール【資料３】 

昨年度、団体来館校の減少にともない応募作品数が減少した。今年度においては、来館しな

くても応募ができるように応募条件を緩和し、平和学習に注力している学校をチラシ配布先に

追加する等して周知を行った。しかし、応募数の増加につながるような効果は得られず５作品

の応募となった。 

応募作品数が少なかったことから、昨年同様審査は行わず、応募者全員に昭和館特別賞の授

与と記念品を贈呈することとした。 

来年度は「書くこと」の学習における活用を PR する等して教員へのアプローチを強化し、

周知後のフォローや昭和館 YouTube オーラルヒストリーへの誘導方法の工夫、教育関連雑誌

での広報等を行い応募者数の増加に努める。 

 

（３）第１４回 昭和館中学生・高校生ポスターコンクール【資料４】 

あなたが感じた戦中・戦後の昭和の暮らしを中学生・高校生の手作りポスターによって多く

の人々に伝えることを目的にポスターコンクールを実施した。 

令和４年１月１４日（金）消印有効で締め切り、１５校７６作品の応募があった。   

令和４年２月中に最優秀賞、優秀賞などの各賞を選定し、３月上旬に賞状及び賞品の送付、

４月上旬にホームページで各賞を発表する予定。 

 

（４）教員のための博物館体験 

学校と博物館の連携を図ることを目的に、学芸員による展示趣旨・方法の解説、収蔵庫など

のバックヤード見学等を、小中高校の教員を対象として、例年は７月及び８月の夏休み期間に

実施していたが、今年度は新型コロナウイルス感染防止のために中止した。 

 

（５）貸出キットの貸出状況 

実物資料、グラフィックパネル、証言映像ＤＶＤの貸出キットについて、広報用チラシの配

布を行い、来館者及び巡回特別企画展来場者へ周知を図った。 

なお、令和３年度の貸出状況は以下の通りである。 

                                 （単位:件） 

都道府県 小学校 中学校 地方公共団体 その他 合計 

福島県    １ １ 

東京都 ２  ４ ２ ８ 

神奈川県    ２ ２ 

千葉県    １ １ 

埼玉県   ２ ２ ４ 

静岡県    １ １ 
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富山県    ２ ２ 

石川県  １   １ 

奈良県 １    １ 

大阪府   １  １ 

長崎県  １   １ 

合 計 ３ ２ ７ １１ ２３ 

       

（６）紙芝居定期上演会 

昭和館所蔵の紙芝居を紙芝居師が実演する上演会（１日３回。奇数月に開催）を予定してい

たが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため５月から９月までは実施を中止した。 

１１月と１月については、従来３回目の上演時に行っていたワークショップの要素を取り入

れた来場者の上演体験については、新型コロナウイルス感染防止のため実施を見合わせた。 

上 演 日 入場者 演 目 

令和３年１１月２７日（土） ５３人 
「ハリケンピーちゃん」「ぎくがく地獄」 

「声ひとすじ」 

令和４年 １月２２日（土） ５６人 
「ハリケンピーちゃん」「ぎくがく地獄」 

「声ひとすじ」 

 

今後の予定 

上 演 日 演 目 

令和４年３月２６日（土） 「ハリケンピーちゃん」「ぎくがく地獄」「声ひとすじ」 

 

（７）こども霞ヶ関見学デー 

新型コロナウイルス感染防止のため中止となった。 

 

４ 展示事業 

（１）常設展示 

長期展示による資料の劣化を避け、より多くの方々の寄贈資料を紹介するため、常設展示室

を休室して資料の入替と清掃作業を行った。 

 

①令和３年６月２８日（月）から６月３０日（月）までの３日間、常設展示室を休室し資料

交換作業を実施した。 

 

②令和４年１月２９日（土）から１月３１日（月）までの３日間、常設展示室を休室し資料

交換作業を実施した。 
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（２）特別企画展 
 

①「丈夫なからだで病を防げ！～健康づくりと感染症予防～」 

○開催期間 

 令和３年３月１３日（土）～５月９日（日） 

 

〇後援 

  千代田区、千代田区教育委員会 

 

○内  容 

昭和における「健康」「からだづくり」をテーマとして取り上げ、病気と快復、運

動とからだづくり、食生活と栄養、厚生事業等に関わる資料を紹介した。 

 

○入場者数  

４，３３２人（１１７人／１日）（内、令和２年度の入場者数は２，２３８人） 

 

※緊急事態宣言の発出により令和３年４月２５日から臨時休館となったため、４月２

４日を以て終了した。 

 
 

 

② 「ポスターのちから～変化する役割と広がるデザイン～」 

○開催期間 

 令和３年７月１７日（土）～９月５日（日） 

前期：７月１７日（土）～８月１５日（日） 

後期：８月１７日（火）～９月５日（日） 

開催期間を前期と後期に分け、８月１６日（月）に展示資料の一部入れ替えを行

った。 

 

○後援 

  千代田区、千代田区教育委員会 

 

○内  容 

昭和館ポスターコレクションの中から、デザインの変遷に着目して作品を厳選し、

昭和期におけるポスター制作と作り手であるデザイナーたちの活躍を紹介した。 

 

○入場者数 

 ４，０３１人（９２人／１日） 

 

 

 

 

 



14 

 

③「ＳＦ・冒険・レトロフューチャー×リメイク  

～挿絵画家 椛島勝一と小松崎茂の世界～」【資料５】 

○開催期間 

 令和４年３月１２日（土）～５月８日（日） 

 

○特別協力 

  株式会社講談社 株式会社タミヤ 

 

○後援 

  千代田区、千代田区教育委員会 

 

○内  容 

雑誌『少年倶楽部』を中心に活躍し、「ペン画の神様」と呼ばれた挿絵画家・椛島

勝一。その椛島が描く秀麗な挿絵に憧れて挿絵画家を志し、のちに空想科学（SF）挿

絵画家として大成した小松崎茂。この２人の挿絵画家に焦点をあて、彼等の画業を通

じながら戦中・戦後の少年文化とその移り変わりを紹介する。 

 

 

（３）巡回特別企画展 

 

① 「くらしにみる昭和の時代 兵庫展」 

○開催期間 

  令和３年１０月７日（木）～１０月１７日（日） 

○会  場 

  兵庫県立美術館ギャラリー棟３階 ギャラリー 

  （神戸市中央区脇浜海岸通１丁目１番１号） 

○主  催 

  昭和館 

○共  催 

  神戸大学 大学文書史料室 

○協力・後援等 

・協  力 一般財団法人兵庫県遺族会及び日本遺族会第３ブロック 
・後  援 兵庫県 兵庫県教育委員会 神戸市 神戸市教育委員会 神戸新聞社  

神戸経済新聞 ＮＨＫ神戸放送局 サンテレビジョン ラジオ関西  

Kiss FM KOBE    

○内  容  

兵庫県にゆかりのある実物資料を中心に、写真資料・図解資料・映像資料を展示、

紹介した。また、特設コーナーとして、兵庫県にまつわるポスターコレクションの展

示、神戸大学と学徒出陣等を紹介する共同展示をおこなった。 

○入場者数   

３，３４２人（約３３４人／１日） 
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  ② 昭和館、しょうけい館、平和祈念展示資料館３館連携企画展 

○開催期間 

  令和３年１０月２９日（金）～１１月７日（日） 

○会  場 

  松江テルサ テルサホール（島根県松江市朝日町４７８－１８） 

○主  催 

  昭和館、しょうけい館、平和祈念展示資料館 

○協賛・後援等 

・協  賛 一般財団法人島根県遺族連合会及び一般財団法人日本遺族会第４ブロック 

・後  援 島根県 松江市 島根県教育委員会 松江市教育委員会 朝日新聞松江総局 

    毎日新聞松江支局 読売新聞松江支局 産経新聞社 中国新聞社  

山陰中央新報社 新日本海新聞社 島根日日新聞社 共同通信社松江支局 

ＮＨＫ松江放送局 ＢＳＳ山陰放送 日本海テレビ ＴＳＫさんいん中央テ

レビ エフエム山陰 山陰ケーブルビジョン 

○内  容   

「くらしにみる昭和の時代 島根展」と題し、島根の実物資料や写真、証言映像（オ

ーラルヒストリー）を通して紹介した。また、特設コーナーとして、永井隆や加納莞

蕾といった地元の人物の紹介、島根大学による特設展示を行った。 

○入場者数   

１，８４２人（約１８４人／１日） 

 

 

（４）写真展の開催（２階ひろば） 

 

① 「マンガ 『風太郎不戦日記』を通して知る戦時下のくらし」  

○開催期間 

  令和３年３月２０日（土）～５月９日（日） 

 ○内  容   

漫画家勝田文が描いた『風太郎不戦日記』の誌面を通した戦時下のくらしと作家・

山田風太郎と同時代を生きた男子学生たちの青春を所蔵写真から紹介した。 

 

○入場者数  

４，９４５人（約１６０人／１日）（内、令和２年度の入場者数は２，６１５人） 

 

※緊急事態宣言の発出により令和３年４月２５日から臨時休館となったため、４月

２４日を以て終了した。 
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②「１９４６ 明日へ」 

○開催期間 

  令和３年９月１１日（土）～１２月１９日（日） 

○内  容   

「再出発する日本」「外地からの引揚者」「住まいを失った人びと」「食糧を求める人

びと」「まちかどの情景」「明日を生きる子どもたち」の６つのテーマに分けて、歴

史的瞬間や、困窮する中でも工夫をこらして生活する人びと、たくましく生きる子

どもたちをとらえた写真などを紹介した。 

 

○入場者数   

１０，６２９人（約１２０人／１日） 

 

 

③「うつりゆく昭和の九段下界隈」【資料 6】 

○開催期間 

  令和４年３月１９日（土）～５月８日（日） 

○内  容   

時代とともに移り変わってきた九段下とその周辺の様子を所蔵写真で紹介する。 

 

※詳細につきましては、令和４年度事業計画（資料２）にてご説明させていただ

きます。 

 

 

５ 資料収集 

（１）実物資料の収集 

令和３年度は収蔵庫の整理を優先し、資料収集については最小限にとどめているが、資料補修

等は従来通り進める。 

令和４年１月末日における実物資料点数は、以下の通りである。 

 

 令和３年度収集 累  計 

寄贈資料 １７点 ４６，３２６点 

購入資料   １点 １４，６４６点 

厚生労働省資料 ０点 ３，２４３点 

寄託資料 ０点 ４８５点 

計      １８点      ６４，７００点 
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（２）図書資料の収集 

令和３年度は、写真集や手記、部隊史などに重点を置いて収集に努め、巡回特別企画展の開催

地及び開催予定地、未開催地関連の資料の充実をはかるとともに、閲覧希望が多い少年少女向け

雑誌・婦人雑誌などの欠号補充、児童書や学習漫画の購入を行った。 

 

令和４年１月末日における図書・雑誌資料の収集は以下の通りである。 

 令和３年度収集 累 計 

国民生活関係図書 １，７３２冊 (９９５冊寄贈) ６７，９６６冊 

戦争に関する基本図書 ４７６冊 (１６５冊寄贈) ２２，５５２冊 

独自資料 0冊  ３５，９８０冊 

その他基本図書 ３９冊 (３８冊寄贈) １１，６５８冊 

計 ２，２４７冊 (１，１９８冊寄贈) １３８，１５６冊 

 

（３）写真資料の収集 

令和３年度に受け入れた主な写真は以下のとおりである。  

濵﨑正枝氏が所蔵していた学童疎開先（千葉県・長安寺）での集合写真など１３枚（寄贈）。 

小林ジュディ由利江氏が所蔵していた昭和１０年代の子どもの遊び風景の写真４枚（寄贈）。 

   

（４）オーラルヒストリーの制作 

戦中・戦後の国民生活の労苦を伝える事業の一環として、平成１６年度から体験者の証言を映

像記録として残す事業を進めている。 

今年度は新型コロナウイルスの感染状況がいったん沈静化した秋口から「東京近郊編」９名の

聞き取り調査および収録を開始している。 

 

６ 戦中・戦後の労苦を伝える語り部育成・活動事業  

（１）語り部育成事業 

戦中・戦後の労苦を体験した者が高齢化する中、当時のことを語り継いでいくことが難しくな

っていることから、平成２８年度より、国民が体験した戦中・戦後のくらしの上での様々な労

苦を後世に語り継いでいく、次世代の伝承者である「語り部」を育成する事業を開始し、現在研

修を実施している。 

 

事業の実施状況 

ア 平成２８年度に第１期生の募集を行い、１１名が研修に参加、全３６回の研修を終

え、令和元年９月に９名が修了した。 

イ 平成２９年度に第２期生の募集を行い、８名が参加（内１名が３期生に編入し、令

和３年２月時点では７名）した。令和２年度の研修は、新型コロナウイルス感染防止

に伴い３月～６月の研修を中止とし、修了時期を延長して振替研修を実施することと

した。令和３年３月に６名が修了した。         



18 

 

ウ 平成３０年度に第３期生の募集を行い、９名が参加（内３名が辞退、他１名が２期

生から編入し、令和４年２月時点では７名）した。今年度の研修は、新型コロナウイ

ルス感染防止に伴い３月～６月の研修を中止とし、修了時期を延長して振替実習を実

施することとした。令和４年２月に修了。         

エ 研修内容 

１〜２年目：語り部としての基礎知識研修、「家族の別れ」等のテーマ別研修、体験談

の聴講・体験者との交流等 

２～３年目：語り部実演・発表によるスキルアップ、講話原稿作成等 

 

（２）語り部活動事業 

３年間の語り部研修を通して一定の回数、研修に参加し、講話原稿を提出した研修生には修了

証を授与する。提出された原稿を昭和館、厚生労働省、審査委員会による審査の後、「次世代の語

り部」として定期講話会（各偶数月第１日曜日）及び講話派遣活動を委嘱する。 

 

事業の実施状況 

 ア 第１期生は、令和元年９月に９名が修了し、１２月に７名に対して委嘱を行った。

１２月にホームページで情報を公開した。令和元年１２月から偶数月の第１日曜日に

定期講話会を開催し、学校等で「次世代の語り部」派遣講話を行った。実施状況（令和

４年２月時点）は以下のとおり。 

イ 第２期生は 令和３年３月に６名が修了し、６月に６名に対して委嘱を行った。活

動を開始した４名の語り部についてはホームページで情報を公開し、１０月の定期講

話会から順次講話を行った。 

 

【定期講話会】 

 

※６、８月は緊急事態宣言発令中のため中止した。 

 講話テーマ 参加者数 開催日 

開催場所 

１ ①「学校生活と子どもたち（戦前・戦中編）」 

②「軍事郵便を聞く」 

③「戦争と学生」 

１３ 令和３年４月４日 

ニュースシアター 

２ ①「ぼくの家にも戦争があった」 

②「白米が憧れだった頃－戦中・戦後の人びと

の米への強い想い－」 

３１ 令和３年１０月３日 

ニュースシアター 

３ ①「学童疎開－戦時下の親元を離れての集団

生活－」 

②「軍事郵便を聞く」 

１６ 令和３年１０月２４日 

ニュースシアター 

４ ①「沖縄の光と影～今を支える戦争の記憶～」 

②「軍国少年の戦中・戦後～終戦時１３歳の今

吉孝夫さんの体験を中心として～」 

３４ 令和３年１２月５日 

ニュースシアター 

５ ① ①「ぼくの家にも戦争があった」 

② ②「空白の 3 年 8 か月～天気予報と戦争～」 

２４ 令和４年２月６日 

ニュースシアター 
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【講話派遣】 

 

 

７ 情報検索システムの充実 

（１）図書・雑誌の装備及びデータ入力 

令和２年度に入手した図書・雑誌が閲覧できるようにするため、令和３年度は図書・雑誌 

１，３００冊の装備と書誌及び目次データの入力を行っており、令和４年３月上旬には図書室

内での利用が可能となる予定である。 

 

（２）映像データの公開 

５階映像音響室の大型テレビにて、オリンピック開催期間には１９６４年に東京で開催され

たオリンピック・パラリンピックのニュース映像を紹介し、写真展「１９４６ 明日へ」開催時

には焦土と化した東京の様子や占領下の日本人を撮影した映像を紹介した。 

米国立公文書館から入手した映像やオーラルヒストリーは昭和館 YouTube チャンネルで順

次公開している。米国立公文書館映像は５８本を公開し、内２本の映像は視聴回数が６０万を

超えている。オーラルヒストリーの公開作品数は６１本である。 

昨年度に購入した「新日本ニュース」３０本、「映像タイムトラベル」９７本を映像・音響室

にて公開した。 

    

 派遣先 

講話テーマ 

聴講者数 開催日 

１ 東京都中央区立佃中学校２年生 

 

「軍国少年の戦中・戦後」 

１２８ 令和３年６月１８日 

２ 平和都市宣言記念事業ピースセミナー  

戦争ってなに？～次世代につたえる戦争体験

（世田谷区教育委員会） 

 

「戦中の小学生」 

 

２０ 令和３年７月２１日 

３ みんなで考える命と平和・絵本朗読と戦争語

り部のお話（独立行政法人国立青少年教育振

興会） 

 

「軍事郵便を聞く」 

 

１２５ 令和３年８月５日 

４ 相模原市立相模丘中学校２年生 

 

「軍国少年の戦中・戦後 

～今吉孝夫さんの体験を中心として～」 

 

「学校生活と子どもたち」（戦前・戦中編）」 

１９３ 令和４年２月４日 
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（３）写真の公開 

令和元年度に寄贈された師岡宏次撮影写真のネガコレクションの整理を進め、公開に向けて

順次データ化を進めている。 

 

（４）デジタル雑誌システムのインデックス作成 

 『毎日新聞』『週間スポーツ』『少国民新聞（大毎版）』『征空』『東日小学生新聞』『The ABC WEEKLY』

の６紙６３２冊分の画像データ作成と閲覧に供するための検索用データ作成を進めており、令和４

年度には閲覧できる予定。 

 

８ 資料公開等 

（１）昭和館懐かしのニュースシアター 

ニュースシアター会場においてニュース映画を毎日上映し、新たに資料整理を終えた日本ニ

ュースを加えて、１６２作品（令和４年１月３１日現在）を上映した。さらにこれまでに制作し

たオーラルヒストリー９作品（令和４年１月３１日現在）を紹介した。 

平和祈念展示資料館が令和３年１０月６日（水）から１２日（火）に九段生涯学習館で開催

した特別展示「漫画と絵本で伝えるシベリア抑留～『凍りの掌』『氷海のクロ』原画展」の連携

企画として、シベリア抑留等に関するニュース映像を紹介し、館内外との連携を図った。 

例年実施していた「昭和の日」や「こどもの日」の特別上映会等のイベントについては、新

型コロナウイルス感染防止に伴い中止とした。 

 

（２）映像資料等の提供状況 

令和４年１月末日における映像資料等の提供データは以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）資料公開コーナーの運用 

収蔵している図書・動画・静止画資料を４階・５階の図書室、映像・音響室で公開しているが、

さらに多くの方に関心をもって見ていただくことを目的に、平成１９年より１階ロビーにおいて

資料公開コーナーを設けている。 

令和３年度に実施した内容は以下のとおりである。 

実施回 タイトル 期間 

第 80 回 
第１３回中学生・高校生ポスターコンクール 

入賞作品展示 

令和３年４月６日（火） 

～６月２７日（日） 

第 81 回 人びとを魅了した浪曲 
令和３年６月２９日（火） 

～９月２６日（火） 

第 82 回 修学旅行 
令和３年９月２８日（火） 

～１２月２６日（日） 

資 料 データ件数 

静止画資料 ３１，０４３件 

動画資料  ３，５９１件 

音響資料 １４，２１３件 

計 ４８，８４７件 
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第 83 回 
英語との向き合い方 

～昭和の人々が学んだテキストから～ 

令和４年１月５日（水） 

～４月３日（日） 

 

（４）その他 

来館者への利用促進として、図書室では様々なテーマを設けて図書を紹介しているが、令和

３年度は「東京オリンピック・パラリンピックの本を読んでみよう！」「戦中・戦後の生理用

品事情～アンネナプキン発売から６０年～」「昭和のレトロおもちゃ」等をテーマに関連した

資料を紹介した。 

また、「あなたの出身地は？ 昭和館で見られる４７都道府県の資料」と題し、２～３か月ご

とに各都道府県の関連資料の紹介をしている。 

さらに、資料公開コーナー関連資料の展示紹介や、平和祈念展示資料館が九段生涯学習館に

おいて、令和３年１０月６日（水）から開催した特別展示「漫画と絵本で伝えるシベリア抑留

『凍りの掌』『氷海のクロ』原画展」の関連本コーナーを設け、館内外との協力、連携を図っ

た。 

加えて、小・中学生の利用促進を目的として、毎年夏休み中に子どもイベントのコーナーを

設けていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため規模を縮小し、ワークシートや図書リ

スト等を配置した。ワークシートは「学童疎開」「東京オリンピック」など９種類を配布し、

約４８０枚の利用があった。 

 

９ 関係施設との連携 

（１）関係施設等連携会議の開催 

関係施設等連携会議（昭和館事務局）を開催するとともに、しょうけい館、平和祈念展示資

料館との３館の連携に取り組んだ。 

 関係機関：厚生労働省社会・援護局援護企画課、 

         総務省大臣官房総務課管理室、平和祈念展示資料館、 

         しょうけい館、昭和館 

第２０回会議を令和３年６月２３日（水）に開催 

第２１回会議を令和４年２月２日（水）に開催   

 

（２）「夏休み３館めぐりスタンプラリー」 

令和３年７月１７日（土）～９月５日（日） 

共催  平和祈念展示資料館、しょうけい館 

参加者 ３，６５５人 

        

（３）「漫画と絵本で伝えるシベリア抑留 『凍りの掌』『氷海のクロ』原画展」の開催 

     令和３年１０月６日（水）～１０月１２日（火） 

      主催 平和祈念展示資料館 

      協力 昭和館、しょうけい館 

      場所 九段生涯学習館 ２階 九段ギャラリー 

 

（４）巡回特別企画展の相互協力 

① 兵庫県における巡回企画展では、しょうけい館と平和祈念展示資料館についてポスタ
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ーを掲示する等の周知を図った。 

令和３年１０月７日（木）～１０月１７日（日） 

 

② 島根県において昭和館、しょうけい館、平和祈念展示資料館３館連携委企画展を実施

した。 

令和３年１０月２９日（金）～１１月７日（日） 

      

１０ 昭和館運営専門委員会の開催 

昭和館運営事業について有識者から様々な意見を聴取するため、以下のとおり、昭和館主催の

昭和館運営専門委員会を開催した。 

 

第１回運営専門委員会開催 

     令和３年７月８日（木）に開催 

第２回運営専門委員会開催 

     令和４年２月１５日（火）に書面にて実施 

 

１１ アンケート結果 （令和３年４月１日～令和３年１２月２６日現在） 

昭和館のアンケート調査は、平成１１年７月から実施し、広報活動、各種企画展、常設展示室

の改善の他、顧客満足度アップのため実施している。１階 ニュースシアター、４階 図書室、５

階 映像・音響室、６階 常設展示室においてアンケートを設置している。 

                                                                             

昭和館について（特別企画展含） ○回収枚数 ４７１ 枚（特別企画展 ２６８ 枚含） 

アンケート概要   

 ○昭和館をどのようにして知ったか（複数回答） 

その他 
（学校・類似
施設など） 

通りかかって 
昭和館だより

（DM） 

当館 HP 

SNS 
友人・知人 

新聞・テレビ 

ラジオ 
駅看板 

３２．２％ ２２．５％ １６．５％ １１．９％ ８．２％ ５．４％ ３．３％ 

○利用回数（常設展示室） 

１回 ２回 ３回 ４回以上 

７８．４％ １０．５％ ４．１％ ７．０％ 

○展示内容（常設展示室） 

良い 普通 つまらない 

８６％ １４．０％ ０％ 

○性別（常設展示室・特別企画展） 

男性 女性 

５３．９％ ４６．１％ 

○年齢別（常設展示室・特別企画展） 

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 

21.3％ 9.6％ 4.8％ 13.7％ 19.3％ 17.4％ 9.8％ 4.1％ 
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○住所（常設展示室・特別企画展） 

東京都 神奈川県 千葉県 埼玉県 その他 

７１．６％ ８．１％ ３．９％ ７．９％ ８．５％ 

 ○展示を見て「戦中・戦後」の理解が深まったか（常設展示室） 

大変深まった 深まった それほどでも 深まらなかった 

５２．６％ ４２．１％ ４．７％ ０．６％ 

【主な意見（春の特別企画展）】 

・多くの説明があって良かったが、説明に難しい文字が多くありフリガナがなかったのでわからな 

い読み方があったのが残念。（複数意見） 

・国家の政策がよくわかるポスターなどの資料が多く興味深かった。コロナ感染対策で展示資料を少な 

くしていると思うがより多くの資料を見たくなった。展示の色合いがすっきりとしていて見やすか 

った。（２０代・女性） 

 ・小学校の給食献立がパンばかりで衝撃的だった。今は「パンは体に悪い」という説が流行しているが 

健康とされるものは時代に左右され何が本当に健康に正しいのか考えさせられた。（２０代・女性） 

・厚生省が戦争中に発足していたとは知らなかった。また、健康促進運動も戦時体制のものだった一面 

には複雑な思い。健康優良児を表彰するなど戦後もそんなに変わっていないのは興味深い。ラジオ体 

操の歴史もおもしろかった。（４０代・女性） 

 ・栄養指導の要はこの戦前・戦中期に飛躍的に進んだのだと再認識した。高齢化で医療費がかさむ中、 

適切な自己管理で著しく健康寿命が伸びるだろうと思った。（４０代・女性） 

 ・当時のカルタやポスターに書かれている事は、今のコロナ対策にも通じる事が多く、基本的な事は時 

代が変わっても同じなのだと改めて実感した。手洗い・検温・体力作り・栄養を取るなど当たり前の 

事を日々継続していこうと思った。（４０代・女性） 

・タイムリーな展示だった。多くの示唆をもらった（６０代・女性） 

 ・地味な企画だけどすばらしい。もっと多くの人が昭和館の事を知るべきだと思う。（６０代・男性） 

・厚生省ができたきっかけを初めて知った。当時は戦争もあり食糧難の時代。今の飽食の時代とは違い 

食べ物の代用品としてトウモロコシの花を砂糖の代用にしていたのは笑えた。キャベツの芯は今でも 

薄く切って使っている。（６０代・男性） 

・大変良かった。おもしろかった。ためになった。戦時中の国策で国民はだまされてかわいそうだっ 

た。今の世も同じような事がおこっていると思う。戦争を起こさないよう皆で見守り、国を守って 

いかなければならないと思った。今のコロナ対策も当時と似たようなところがあると思う。 

（７０代・男性） 

 ・子供の頃の虫下しや、髪の毛のノミを縁側の新聞の上に櫛でけずった事など忘れていた日常を思い 

出し、現在の異常なほどの清潔な生活を考えさせられた。（７０代・女性） 

 ・国民保健体育の内容が大変良かった。特に細かく指導されており、11種類の組立、16秒間に１つの 

運動をする等。引揚者は特に大変な苦労をした事が理解できた。貴重な資料だった。 

（７０代・男性） 

 ・戦時下、戦後の食糧難をはじめとする健康問題についての取り組みが豊富な資料とともに展開されて 

いて大変参考になりかつ懐かしかった。９０歳に近い私にとって一生の歴史が追体験できた好企画だ 

った。（８０代・男性） 
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【主な意見（夏の特別企画展）】 

 ・「お願いです。隊長殿、あの旗を…」のポスターの文書に強く心を動かされた。若い兵士達にそこま 

で思わせる（言わせる）者は誰なのか。憤りを感じた。（複数意見） 

 ・なかなか目にする事ができない昭和のポスターを見る事ができて良かった。ポスターだけでなくタバ 

コや香水など実物を展示しているのも良かった。（２０代・男性） 

・戦中～戦後にかけての情勢とともにポスターの絵柄も変遷していくのが面白かった。特に戦中のポ 

 スターはデザインやレタリングに圧倒された。普段の生活では触れられないものばかりだったので 

 来場できて良かった。個人的には「此の鍵！」と「パイロットインキ」のポスターが気に入った。 

（２０代・女性） 

・戦前～戦後について大変理解が深まった。日本史を学んでいても昭和時代の美術史に関してはカリキ 

ュラム上早足で進めることが多く意外としっかりと学ぶ機会がないためこれを機に学び直そうという 

意識になった。無料で実施している事も大変すばらしい。入場料を取っても遜色のない内容だと思 

う。（２０代・女性） 

・戦中と戦後ではポスターのイラストの風味が変わっていて大変興味深かった。貴重な初めて見るポス 

ターもあって見応えがあった。（大学生・男性） 

 ・大学で戦前・戦中の広告について研究しているので非常に興味深く参考になった。実物を見る事で 

  理解が深まった。（大学生・男性） 

 ・時代によってポスターの作り、メッセージ、意味合い、そしてデザインの違いがこんなにあるんだ 

  と感じた。ポスターのメッセージの重要性や受け手への感じさせ方など改めて重要だと感じた。 

（３０代・女性） 

 ・戦中、戦後でデザインが一変するが、デザイナーの時代に適合させる変わり身の早さはむしろたく 

  ましいと思った。（４０代・男性） 

 ・雑誌「NIPPON」の復刻版が出ている事を展示を通じて知る事ができた。今度図書室で閲覧しようと 

思う。（４０代・女性） 

・本や雑誌、他の博物館などで目にした物も一部あったが、大半は初めて見るものばかりで当時は数々 

のポスターが作られていた事がよくわかった。後期の開催期間に訪れたが、前期ではどんなポスター 

が展示されていたのか見てみたかった。素晴らしい企画展だった。（５０代・男性） 

 ・昭和館にあんなにたくさんのポスターが収蔵されていた事を知らなかった。大変貴重な資料なので更 

に充実して欲しい。（６０代・男性） 

 ・デザイン、コピーが時代や戦争を反映して興味深かった。１９６４オリンピックのポスターは今見て 

も大変すばらしいデザインだと思う。（６０代・男性） 

 ・明るくて文字も大きくとても見やすかった。同じデザイナーの戦前・戦後の作品を並べて展示してい 

るのも良かった。（６０代・男性） 

 ・大変保存状態の良いポスターばかりで驚いた。当時の状況がポスターから垣間見れた気がする。 

（６０代・男性） 
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常設展示室について    ○回収枚数 １７１ 枚 

アンケート概要 

○利用回数 

１回 ２回 ３回 ４回以上 

７８．４％ １０．５％ ４．１％ ７．０％ 

〇展示内容について 

良い 普通 わかりにくい 

８６．０％ １４．０％ ０％ 

○「戦中・戦後のくらし」の理解が深まったか 

大変深まった 深まった それほどでも 深まらなかった 

５２．６％ ４２．１％ ４．７％ ０．６％ 

◯展示アプリガイドについて 

わかりやすい 普通 わかりにくい 未使用 

４５．０％ ２３．４％ ２．９％ ２８．７％ 

【主な意見】 

・生々しい写真に少し気分が悪くなった。でも、これが現実なんですね。 

・戦争を終わらせるラジオはリアリティがあって良かった。  

・祖母や両親から聞いていた話を思い出しながら展示を見る事ができ貴重な体験ができた。 

・ニュースシアターはとても勉強になり見ることができて良かった。 

・展示物やパネルなど様々な工夫がされていて分かりやすかった。 

・当時の貴重な資料や映像をたくさん見ることができたので良かった・ 

・英語の訳をつけてもよいのでは。 

・展示アプリガイドは読めない漢字や意味があって小学生には難しい。 

・無料の展示物についての案内冊子があるとよいのではないか。 

・これだけの素晴らしい展示を維持していくのは大変な事だと思う。大変勉強になった。 
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ニュースシアターについて（複数回答） ○回収枚数 １８ 枚 

  アンケート概要 

○利用回数 

１回 ２回 ３回 ４回以上 

５０．０％ １１．１％ ０％ ３８．９％ 

  ○上映時間 

普通 長い 短い 未記入 

８９．５％ ０％ ０％ １０．５％ 

○上映本数 

普通 多い 少ない 未記入 

７７．８％ ０％ ５．６％ １６．６％ 

○上映希望年代 

昭和１０年代 昭和２０年代 昭和３０年代 未記入 

３０．８％ １９．２％ ２６．９％ ２３．１％ 

○上映希望映像 

事件 文化 スポーツ その他 未記入 

３０．８％ ３８．５％ ７．７％ １１．５％ １１．５％ 

 

図書室について（複数回答）  ○回収枚数  ６ 枚 

アンケート概要 

○利用回数 

１回 ２回 ３回 ４回以上 

５０．０％ ０％ １６．７％ ３３．３％ 

○主な目的 

本・雑誌を読む レポート・論文 出版等の調査 個人の趣味・研究 その他 未記入 

３３．２％ ０％ １６．７％ １６．７％ １６．７％ １６．７％ 

○書籍、雑誌の量 

適当 少ない 

６６．７％ ３３．３％ 

 

音響・映像室について   ○回収枚数  ７ 枚 

アンケート概要 

○利用回数 

１回 ２回 ３回 ４回以上 

５０．０％ １６．７％ ０％ ３３．３％ 

○利用した資料 

写真 映像 レコード 絵画 

２２．２％ ７７．８％ ０％ ０％ 

○情報検索システム 

使いやすい 普通 使いにくい 

１００％ ０％ ０％ 
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紙芝居（全３回）     ○回収枚数 ６０ 枚 

アンケート概要   

 ○紙芝居をどのようにして知ったのか ＊抜粋 

通りかかって 昭和館 HP 友人・知人 その他 

８２．３％ ９．７％ ４．８％ ３．２％ 

 ○見学回数 

初めて ２回目 ３回目 ４回目 未記入 

８８．３％ １．７％ ３．３％ ５．０％ １．７％ 

○紙芝居の内容 

大変良い 良い 普通 つまらない 未記入 

５１．７％ ３３．３％ ３．２％ ０％ １１．８％ 

 ○性別 

男性 女性 未記入 

４６．７％ ５０．０％ ３．３％ 

 ○年齢別 

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 未記入 

16.7％ 11.7％ 10.0％ 21.7% 15.0％ 13.3％ 6.7％ 1.6% 3.3% 

 ○住所 

東京都 神奈川県 埼玉県 千葉県 その他 

７８．３％ ５．０％ ５．０％ ５．０％ ６．７％ 

【主な意見】 

・昔の文化を知る事ができて良かった。パソコン・スマホで動画を見る事が多いが、紙芝居も新鮮

で良かった。（小学生・女性） 

・初めて紙芝居を見た。大変味のあるもので面白い。ぜひこの文化を後世に残してもらいたい。ま

た、You Tube 等で自宅でも見られるようにしても良いと思う。（３０代・男性） 

・当時の子供たちの娯楽を感じる事ができた貴重な時間になった。（３０代・女性） 

・初めて紙芝居を見た。レトロな絵に和み、紙芝居師のアドリブでストーリーが決まると言う話に

は驚いた。人気の話し手にはたくさんの子供たちが集まっただろうと想像してしまった。 

（４０代・女性） 

・スカーレットサタン（火焔魔王）ネーミングセンスが面白い。物語の自由さと統一感のなさが語

り手を応援したくなる。「黄金バット」「声ひとすじ」全部続きが気になる。昭和なゆる感いっぱ

いの素敵な紙芝居だった。（４０代・女性） 

・三者三様の紙芝居を楽しませてもらった。クイズで景品までもらえてとても嬉しかった。童心に

つい帰ってしまった。昭和の温もりがとても嬉しい一日だった。（５０代・女性） 

・日本の昔の風習を子供たちに見せる事ができてありがたいと感じた。（５０代・男性） 

・ヒーロー物だけだと思っていたが、他にもいろいろな話があるのを知り面白かった。いいところ

で話がブチ切れるのがアイデアですね。（６０代・女性） 

 ・コロナ禍での上演会はいろいろ大変だったと思うが、ぜひ定期公演を続けて欲しい。 

（６０代・男性） 
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巡回特別企画展について  

◎島根展 令和３年１０月２９日（金）～１１月７日（日）    

○回収枚数 ３０６ 枚 ※アンケートはしょうけい館、平和祈念展示資料館と合同 

アンケート概要 

◯展示会をどのようにして知ったか  

新聞記事 テレビ・ラジオ 遺族会 ポスター・チラシ 学校からの案内 その他 

１５．５％% １７．２% ５．９% １６．１% ６．２% ３９．１％% 

◯展示内容について 

良い 普通 わかりにくい 未記入 

７３．２% ２４．８% １．６% ０．４% 

◯性別 

男性 女性 未記入 

５２．６％ ４６．１％ １．３％ 

◯年齢別 

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 未記入 

4.2％ 2.6％ 5.2％ 10.1％ 19.0％ 26.5% 22.2% 8.5% 1.7％ 

◯住所  

松江市内 島根県内 島根県外 未記入 

６２．７％ ２４．２％ １０．８％ ２．３％ 

【主な意見】 

・戦中・戦後はこうだったのだと少ない展示ながらもわかりやすかった。（中学生・男性） 

・絵や図、映像・文章などで日本国内での戦争や国外での戦争の様子、そして残された家族の様子など

がよくわかった。（小学生・女性） 

・すごくわかりやすかった。初めて知る事ばかりでとても勉強になった。（小学生・女性） 

・たまたま来場したが、写真などもあり当時の時代がわかりやすくまとめられていてとても勉強になっ 

た。（大学生・男性） 

・説明がわかりやすく、かつ鮮明に記載されていて良かった。（３０代・男性） 

・陶器のアイロンの保存状態が良かった事に驚いた。島根にも戦争の影響があったのだと実感した。 

（４０代・女性） 

・新聞記事を見て来場した。子供たちに見せたいと思い子供を２人連れてきた。最近の子供たちは戦中

の事をよく知らないので勉強になり良かった。（４０代・男性） 

・今、普通に過ごせて物がありふれている事が当たり前になりすぎて、自分たちの暮らしに不満や文句

を言うことも多くなっている。戦争や昭和の時代を知る事でもう一度平和の尊さ有難さ、普通に暮

らせる事を感謝して、そして二度と過ちを繰り返さないようにする事が大切だと感じた。（４０代・

女性） 

・今の平和も未来の平和も先人と現代の人々の努力と様々な運動や活動によって築かれ続けていくのだ

なと思った。（５０代・男性） 

・初めて知る事が多くあった。多くの方にも知ってもらいたい内容ばかりだった。平和について改めて 

  考えるよい機会となった。（５０代・女性） 

・先人の苦労がわかる。これをどうやって引き継いでいくのかが課題。（５０代・男性） 

・平和を考え戦争が何をもたらしたのかを考える上で貴重な体験だった。島根の戦争の記録はこれから

も整理保存が大切だと思った。（５０代・女性） 
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・実際に使われていたものが目の前にあり、現実にあった事なんだと改めて感じた。（５０代・女性） 

・中立的に事実だけに絞って（戦争に賛成・反対というプロパガンダ的な事が扱われていない）展示さ

れている事を評価したい。（６０代・男性） 

・まさに「戦争と平和」という私たちが心に刻むべき忘れてはならない語り継ぐべき出来事だと思う。 

体験者の高齢化や物故者の中でどのように継承すべきか考えたい。（６０代・男性） 

・語り部がだんだんと少なくなっていく中、いかに次世代へ戦争という実態を伝えるのか。これを無く

しては平和へは繋がらないと思う。何かできないかと切に願う。（６０代・女性） 

・戦争の遺品が次々と処分されていくのを感じる。戦争経験者がいなくなっている中、遺品などを残し

て欲しいと思う。（７０代・女性） 

・当時の新事実を知る事ができる貴重な資料がたくさんあった。（７０代・男性） 

・戦争体験を話せる人が少なくなった。今後も各地で積極的な開催をお願いしたい。（７０代・女性） 

・国民学校生の時に使った国語の教科書が見られて良かった。懐かしい思い出。（８０代・男性） 

 

◎兵庫展 令和３年１０月７日（木）～１０月１７日（日）   

○回収枚数 １３３ 枚  アンケート概要 

 

◯展示会をどのようにして知ったか  

遺族会 新聞 他の博物館等 通りかかって 友人・知人 その他 

４．２％ ４．２％ １６．８％ １４．０％ １８．２％ ４２．６％ 

◯展示内容について 

良い 普通 わかりにくい 未記入 

８２．０％ １７．３％ ０％ ０．７％ 

〇昭和のくらしや文化について理解が深まったか 

よくわかった まあまあわかった わかりにくい 未記入 

６５．５％ ３３．１％ ０％ １．４％ 

〇特設コーナー「昭和館ポスターコレクション」について 

良い 普通 わかりにくい 未記入 

７５．２％ ２１．８％ ０％ ３．０％ 

〇特設コーナー「戦争に行った神戸大学の学生たち」について 

良い 普通 わかりにくい 未記入 

８３．５％ １２．８％ １．５％ ２．２％ 

〇特設コーナー「大村崑オーラルヒストリー」について 

良い 普通 わかりにくい 未記入 

５３．４％ ３２．３％ ５．３％ ９．０％ 

◯性別 

男性 女性 未記入 

５４．１％ ４５．１％ ０．８％ 

◯年齢別 

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 未記入 

8.3％ 3.0％ 2.3％ 15.8％ 15.8％ 27.1％ 20.3％ 6.0％ 1.4% 
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◯住所  

神戸市 明石市 芦屋市 尼崎市 西宮市 その他 

５４．１％ ２．３％ ３．８％ ４．５％ ８．３％ ２７．０％ 

【主な意見】 

・学校で戦争を知りたいと言うとバカにされ「俺らには関係ない」と言われたが、ひいおじいさん達が

死んでいたら私達は生まれていない。展示を見ればそれがわかると思う。（小学生・女性） 

・昔はこんなにも大変だったという事が改めてわかった。この事を心に刻んで今の幸せな生活を感謝

していきたいと思う。（中学生・女性） 

・別の展示会目的で来場したが、戦時中の暮らしや学徒出陣などの状況がわかりとてもためになった。

（４０代・男性） 

・平和である事は決して当たり前の事ではなく、自分たちでいかに平和を維持していく必要があると

感じた。（４０代・男性） 

・期間限定と聞き、1回目は駆け足で、２回目はゆっくりと見た。焼夷弾や DDP噴霧器など展示物の 

 保存状態が良好なのに驚いた。照明や展示物の配置なども申し分なく「昭和館」の趣旨がよく頭に 

 入ってきた。神戸出身の大村崑さんのオーラルも大変良かった。（４０代・男性） 

・息子が神戸大学を卒業しているので、学徒出陣で、もし召集されていたらと自分と重ね合わせて見

た。今何不自由なく生活できるのは、すべて戦前・戦中・戦後とたくましく前向きに生きてこられた

先人のおかげだと思う。若い人たちにはこのような展示を見るきっかけが無いのかもしれないが、

ずっと語り継いで行くべきだと思った。（５０代・女性） 

・戦争中の神戸の様子の写真を見て、平和のありがたみをつくづく感じた。（５０代・女性） 

・知らなかった事（鳴尾・尼崎の歴史）、給食の風景、死亡通知など、目にするのが初めてだった事が

多く興味深かった。小さな子供たちにも見て欲しいと思った。写真や映像は記憶に残る。 

（５０代・女性） 

・小３の娘が戦争に興味を持ち、チラシを学校から持ち帰り見に行きたいと言われたのがきっかけで

来場した。中３の娘も中学校で戦争について学習しているところだったので、とても良い機会とな

った。今の生活がいかに幸せなのか改めて感じた。（５０代・女性） 

・地域性のある資料で身近に感じられてわかりやすかった。開催期間がもっと長ければ学校団体など

でも利用できて、いいのになと思った。（６０代・男性） 

・遺児です。戦中・戦後の事は人から聞き、なんとなくわかっていたが、兵庫展を見て改めて大変だっ

た事がわかった。今の若い人たちに見て欲しいと思った。（７０代・女性） 


